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研究課題名「認知症関連疾患の会話への影響―自然言語処理を用いた検討」に関する

情報公開 

 

１．研究の対象 

2025 年 3 月 31 日までに国立長寿医療センターで認知症および認知症リスクの統合的

層別化システムの開発（SD-BATON）、タウ PET，アミロイド PET によるアルツハ

イマー病および非アルツハイマー型認知症の鑑別診断および病態解析と加齢性変化の

研究（ADSAT）に文書で同意した上で参加していただいた方 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

目的 

自然言語処理を用いることで、認知症疾患の日常の会話に与える影響を把握し、言語

での疾患特異性があるかを検証することです。 

 

方法 

国立長寿医療研究センターで SD-BATON、ADSAT に登録された対象者の心理検査の

録音データを用いて、自然言語処理をすることにより評価します。 

 

研究期間 

2022 年 7 月 5 日（実施承認日）～2028 年 3 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報： 

・生年月日、性別、利き手、病歴、神経学的所見、合併症、既往症 

家族歴、服用薬剤名、教育歴、職業歴、病歴 

・認知機能、高次脳機能に関わる検査の結果 

・画像検査（Aβ-PET、Tau-PET、FDG-PET、MRI、MEG） 

・心理検査結果・録音データ 

 

４．外部への試料・情報の提供 

データの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行い、記録媒体は

情報提供後は速やかに情報を削除します。解析前に国立長寿医療研究センター内で

音声データ内の個人情報に関わる部分を削除します。対応表は、国立長寿医療研究

センターの研究責任者が保管・管理します。 

 

５．研究組織 
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名古屋大学大学院医学系研究科 勝野雅央 

国立長寿医療研究センター 横井克典 

名古屋大学大学院情報学研究科 価値創造研究センター 笹野 遼平 

愛知県立大学 情報科学部 入部百合絵 

豊橋科学技術大学 情報・知能工学系 北岡教英 

株式会社 FRONTEO 豊柴博義 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲

内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先まで

お申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

国立長寿医療研究センター  

TEL (0562) 46-2311、FAX (0562) 88-3013 

名古屋大学大学院医学系研究科神経内科学 

TEL (052)744-2391, FAX (052)744-2394 

連絡担当者：横井克典（国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター 神経内科部、 

名古屋大学大学院医学系研究科 神経内科 医師） 

研究責任者：勝野雅央（名古屋大学大学院医学系研究科総合医学専攻脳神経病態制御学 

教授） 

研究代表者：勝野雅央（名古屋大学大学院医学系研究科総合医学専攻脳神経病態制御学 

教授） 


